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『万葉 集 』 巻 第8・1418の 志 貴 皇 子 の 隴び の御 歌 は
、
石 激 る垂 水 の 上 の さ蕨 の萌 え 出つ る春 に な りに け るか も
とい う、 万 葉 調 の雄 大 精 緻 な御 歌 で あ る。 「石 激 る」 は 「垂 水 」 の枕 詞 で あ る
が 、巌 の上 を清 水 が激 し く迸 り流 れ る様 が 目 に浮 か ぶ。 「垂 水 の 上 の 」 は 「小
滝 の辺 りに 」 とか 「奔 流 の ほ と りに」 位 の義 で、 こん な所 に 、 も う蕨(わ ら
び)が 萌 え 出 る春 に な っ た のだ な あ、 と春 の懽 び が鮮 烈 に 印象 づ け られ る。 こ
の懽 び の御 歌 は、季 節 感 の影 響 も あっ てか 、 この 頃 では 、私 が佛 教 大 学 に奉 職
す る よ うに な った 頃 の気 持 ち を、 ふ と思 い起 こさせ て くれ る こ とが あ る。
あ れか ら、 専任 教 授 と して8年 、退 職 後 の 嘱託 教 授 と して の期 間 も入 れ る と
10年 もの 間、 佛 教大 学 で実 に快 適 に研 究 ・教 育 に従 事 させ て戴 け たの は、 同僚
の 先生 方 や 学 生 諸 君(特 に後 半 の受 講 生 は専 ら大 学 院 生 で あ っ た)の ご厚 誼 の
賜 物 で あ っ た、 と感 謝 して い る。
私 の 専 門 は大 雑 把 に 言 っ て 、3分 野 に亙 っ て い る。(1)ト マ ス ・バ ー デ ィ
(ThomasHardy1840・1928)の 文 学(詩 と小 説)の 研 究 と(2)ヘン リー ・ス ウ
ィ ー ト(HenrySweet1840・1912)や オ ッ トー ・イ ェ ス ペ ル セ ン(Otto
Jespersen1860-1943)カ1ら 現 代 の ラン ドル フ ・クワー ク(RandolphQuirk)
教 授や ジェ フ リー ・リー チ(GeoffreyLeech)教 授 等 の 業 績 で代 表 され る英 語
学(特 に近 代 英 語 の語 法)の 研 究 と(3)アー ネ ス ト ・フェ ノロサ(ErnestFran-
ciscoFenollosa1853-1908)の 日本文 化(特 に能)に 就 い て の研 究 や 紹介 の現
代 英 米文 学(特 に エ ズ ラ ・パ ウ ン ドEzraLoomisPound1885-1972)へ の影
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響 等 で あ る。
トマ ス ・バ ー デ ィは、 自分 の小 説や 詩 の舞 台 を総 称 して 、 英 国古 代 史 か ら、
イ ン グ ラ ン ド(England)南 西 部 、現 在 の ドー セ ッ ト州(Dorset)と そ の 周
辺 を版 図 と し て い た王 国 の名 を採 っ て、 「ウ ェ セ ッ クス」(`Wessex')と 呼 ん
だ 。従 っ て 、 バ ー デ ィ の 小 説 は 、総 称 し て 「ウ ェ セ ッ ク ス 小 説(`Wessex
Novels')」 と呼 ば れ る。 小 説 に 出 て く る地 名 も、 この 地 方 に縁 の あ る仮 名 で
呼 ば れ、 どの 小 説 に も共 通 の地 名 に な って い る。
トマ ス ・バ ー デ ィの詩 や 小 説 の 時代 背景 は、 バ ー デ ィ 自身 が生 きた時 代 と重
な る部分 も含 む、 ナ ポ レ オ ン戦 争 時 代 の19世 紀 初 頭 か ら、 タ イ タニ ッ ク号 沈
没 の惨 事 を叙 した 「二者 の収 束(`TheConvergenceoftheTwain')」 や 寸鉄
詩 「1924年 ク リス マ ス(`Christmas:1924')」 の時 代 まで 、1世 紀 余 りに亙 っ
て い る。
イー ヴ リン ・バ ー デ ィ(EvelynHardy)女 史 は、 トマ ス ・バー デ ィの 長 編 小
説 『森 林 地 に住 む 人 び と』(TheWoodlanders)に 登場 す るチ ャー モ ン ド夫 人
(MrsFeliceCharmond)に 就 い て 、 次 の よ うに 言 って い る。
天 国 に で も類(た ぐ)え るべ き ウ ェセ ッ クス(Wessex)の 地 に、 そ の
静 け さ を妨 げて 、 打 ち壊 そ う と分 け 入 って くる総 て の余 所 者達(`foreign'
characters)と 同様 、 フ ェ リー ス ・チ ャー モ ン ドも、外 部 か ら分 け 入 り、
や が て 外 部 へ 出 て い く筈 の 人 で あ っ た。(EvelynHardy,Thomas
Hardy:ACriticalBiography,p.210)
佛 教 大 学 を 「ウ ェ セ ッ クス の地 」 に類 え るに は、 少 し無 理 が あ るか も しれ な
い が、 私 自 身 イ ー ヴ リン ・バ ー デ ィ女 史 とは 面 識 も あ る だ け に、 上 掲 の 一 節
「外 部 か ら分 け 入 り、や が て外 部 へ 出 て い く筈 の 人 」 を、 切 実 に感 じて い る昨
今 で あ る。
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